
ウィスコンシン大学拡張に関する研究

-拡張事業の特質をめぐって-

1.プロローグ

従来多くの研究者によってアメリカ大学拡張に関す

る定義づけが試みられて幸た。しかし広狭の差こそあ

れ,それらに共通して結構できるのは,教育・研究に

続く第三の機能として大学が有する人的・物的資源を

できる限り多くの人びとに有用なものにしようとする

根本的fj:考え方であろう。とりわけ州立大学の場合・

こうした姿勢はサポートをうける地域社会(州)に対

する大学のサービスとしてとらえられるばかりか・時

としてそれは大学の義務としてもとらえられているo

このようにきわめてアメリカ的ともいえる今日の大学

拡張の原型はその発展史の中でどこに求められるので

あろうか。

一般的によくいわれるところに従うと.アメリカ合

衆国における大学拡張は1880年代後半イギリス大学拡

張の導入に始まる.以後アメリカ大学教育拡張協会を

中心とする実験スキ-ムの実施と伝道活動の結見大

学拡張は東部から全国各地へ伝播-していく。各地でさ

まざまな実践が試みられたが,そうしたなかでも拡張

事業を大学機能のインテグラルパートとして位置づけ

たシカゴ大学の先例は画期的fj:ものであった。すなわ

ちそのことは拡張事業実施上のイニシャティプが拡張

協会から大学-移行するにおよび,拡張事業への大学

の取り組み方に新たfj:局面を開いたことを意味するO

しかし90年代の大学拡張を概観するならば,通信

教育の採用に代表されるように方法的にはアメリカ化

の努力が新規にfj:されたとはいえ,内容面では一般教

養を中心とするイギリス大学拡張の伝統が残存して

いた1.この内容面でのアメリカ社会への不適応,加え

て運営に伴ういくつかの欠陥を主たる原因として,各

地の拡張事業は,当初の熱狂がおさまりをみせるにつ

れて衰退の一途を辿ったoここウィスコンシン大学の

場合も例外ではなく, 1904年の時点には『University

Catalogue 』にわずか大学拡儀の名のみをとどめる状

態であった。

こうした全国の状勢に命脈を与えると同時に今日に
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いたるアメリカ大学拡張の模式をなしたのがウィスコ

ンシン大学拡張である。その意味で, 1906年ウィスコ

ンシン大学で発足する大学拡張は中西部に位置する-

州立大学の事例にとどまらず,アメリカ大学拡張史に

おいて高く評価されるべき歴史的意味をもつものであ

ろう。そこで本稿はこのウィスコンシン大学拡張をと

りあげ,発足にいたる経緯,大学拡張組軌そして拡

張事業を把擾することによってその性格およ.び特質蚤

明らかにしようとするものである。

I.大学拡張発足の経緯

ウィスコンシン大学で新しい大学拡張が発足する経

緯を探るためには,その背景として当時の社会的・教

育的状況を把握する必要がある0

1860年から1910年にかけては,アメリカ社会が工

業化都市化による大変貌を経験する時期であるoア

メリカ各地に驚異的な速さでもって町や都市が誕生し

たo大都市は大都会となり,小都市は大都市となったo

また誰もいなかった所に新しい町が生まれたOそして

農村人口が2倍に増加.したのに対して都市人口はなん

と7倍にも増加したこと網摘されている01)こうした

都市化は一方では巨大な市場を創造するものであった

が他方多くの都市問題を派生させた。貧民街が生まれ犯

罪は横行し,それらの対策とともに交通,病院・電気

ガス,公共施設の整備が急務となったO

また都市への人口集中をもたらしたものが,農村人

口の都市流入もさることながら,多くはヨ一口ッノヾか

らの移民であったことは教育に新たな役割を担せた。、

っまり.アメリカナイゼーションの教育である。

さらに初期移民と比較する時　これらの移民は大部

分が南‥東欧の貧農から構成されていたという事情は

工業化の進展と相まって,職業訓練の必要性を生じた

のは必然的帰結であった。すなわちそれまで容認さ

れ支配的であったリベラル・エデ3・ケ-ションの伝統

はここにいたって捨てられるかあるいは修正され,何

らかの形で職業教育が提供されねばならなかったO2)
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こうしたアメリカ的状況を背景にウィスコンシン大

学拡張は発足する1906年1月30日付の学内新聞は

本大学が大学拡張に着手したことを報じ, 「これは州

のできるだけ多くの人びとに大学の恩恵を拡張しよう

というC.良.バン-イゼ学長の方針の一部である」と

述べている。3)ここに示されるように大学拡張発足に

おいてまず着目すべき中心的な人物としてC.R.バン

-イゼ(C.R.VanHise)をあげることができる。

バンハイゼはウィスコンシン大学の学長に1903年に

就任している。彼が意図した理想的な大学とは,イギ

リス大学にみられる寄宿舎,学生会舘をもち,リベラ

ル・アーツ,純粋科学,応用科学の部門に加えてドイ

ツ大学をモデルにした大学院を有する総合大学であっ

た04)さらに彼はウィスコンシン大学の伝統をふまえ

つつ,すべての州民およびその子女のために機能すべ

きものとして州立大学のあるべき姿を明らかにし,州

民がもつ関心や要求の多様性に応ずるためにウィスコン

ンシン大学は農業から芸術までスコープを拡大すべき

ことを強調している。5)しかし,この就任演説を見る

限り彼は大学の州-のサービスについて熱心に語って

いるものの,大学拡張に関する言及は何らなされてい

ないことに注目する必要があろう　1905年5月の時

点でさえ.通信教育について意見を求められた彼は,

「私は通信教育にはあまり関心をもっていないので貴

殿が求められた点について私見を述べることはできな

い」6)と回答している。

この彼が,同年11月には州立大学協会の席上でウィ

スコンシン大学は拡張事業に着手する意図のあること

を漠然とではあったが表明しているのである。7)そして

同年12月には拡張事業実施の可能性を検討するために

250ドルを大学評議会に要求するとともに　E.W.>ヾ

-ロー(E.W.Pahlow)を事務局長に任命しているo　しか

し,パーローはその任務を完遂することなく東部大学

の教官として着任するためにウィスコンシンを去って

いった1905年の時点でバン-イゼ自身大学拡張につ

いてどの程度具体的fl構想を有していたか詳細に述べ

ることはできないが,この段階での措置すべてがきわ

めて暫定的な性格なものであったことは明らかである。

ここに. (1)わずか半年の間に,積極的とはいえないま

でも,なぜバン-イゼが大学拡張を志向するようにな

ったか. (2)いまだ目途すら明確でない大学拡張に対し

いかにして方向づけがなされ,布石がおかれたか,と

いう二つの疑問が提起されよう。

ここで『University Catalogue 1906-1907』が手が

かりを与えてくれる。そこには「ウィスコンシン大学

拡張がその活動面で州図書館委員会(Wissconsin Free

Library Commission)の協力を得ることができたの

(110)

は幸せなことである」8)と述べられている。さらに,

バイ-イゼも同委員会の一員であったこと,パーロー

の後任として大学拡張発足時に事務局長の任にあった

人物はバン-イゼの専断によって招請された同委員会

の長H.E.レダラー(H.E.Legler)であったという事

実は,なによりも大学拡張発足の経緯において州図書

館委員会の影響の大きさを証左するものであろう。

州図書館委員会は,州教育委員会に所属していた

F.A. -ッチンズ(F. A. Hutchins)の努力で1895年設

置されている。この委員会は,そもそも公共図書館へ

のアドバイス,カウンセリングを主活動としていたが,

ハヅチンズの管理下で(1903年にはレダラーが後任と

なる)ノヾッケージ・ライブラリー・サービス,小規模

図書館への援助活動とその活動を拡大していった。ま

た1901年には法案作成時に州議会に対して有用な情

報提供を目的とする州議会参考図書館(Legislative

Reference Library)が下部機構として設置され,その

館長にC・マッカーシー(C.McCarthy)があてられて

いた。

州図書館委員会に係っていたこれら三人の人物-

ハッチンズ,マッカーシー,レダラー-による大学

拡張発足に向けての行動は,バンハイゼの学長就任と期

を同じくして開始されている。その最初のものが拡張

事業実施に関する要望呈示であった。9)当初バンハイゼ

はこうした要望に対しても消極的な反応しか示さなか

ったといわれるが,彼に拡張発足の決意を決定的にし

たものとして二つのキャンペーンを結構することがで

きる。そのひとつが,提案された大学拡張に対する州

民の意識調査であった。これはウィスコンシンの指導

的立場にある人びとを対象に実施されたもので,その

中からいくつかのものをひろうとつぎのようである10)

「そうした試みは大学に行けない多くの人びとに大

学を直接に接触させるものであり,彼らに実際的な

恩恵を与えるものである。つまりそれは大学を民衆

とより密接に関係づけるものであるO」 (J.バーンズ)

「この運動は,アメリカで最も民主的な大学をつく

るものである。」 (J。H.スタウト)

これらはいずれも大学拡張への強い支持と要求を如実

に表現している。しかし. 「大学拡張は大学を民衆に

もたらすものであり.大学の"貴族主義的傾向''

(aristocratic tendencies)への非難を和らげるもの

である」 n)(J.A.シュリダン)という言葉で示され

ているように,それらは「大学は州民のために何をなし

たか」という大学への激しい非難と対をなしていた

ことも理解しておかねばならない。

もうひとつのキャンペーンは,　マプカーシーと

J ・G・D・マック(J.G.D.Mack)が1906年に実施した



私立の職業通信学校調査である。

先述したように.工業の急激な発展は労働力の需給

関係の面で不均衡を生み,何らかの形で職業教育が求

められていた。ウィスコンシン州における工業の中心

地ミルウォーキーでは熟練工確保の要請はとりわけ強

く,商工業者組合(the Milwaukee Merchants and

Manufacturers'Association)は組合立職業学校設立

をかって企画したことがあった。しかしこの計画は費

用の面で調整がつかず,以後組合は公費による教育機

会を鶴首していた.12)ところがこの領域では公教育制度

は未発達段階にあり,そのため私立の通信による職業

学校が隆盛をきわめていた。

通信学校調査からつぎのことが判明した。すなわち

ウィスコンシン州内の約350C知人-大部分が労働者

-がこれら学校に在籍していること,年間80万ドル

が学生から搾取され,そのうち約50万ドルが州外に流

出していること,である13)この結果に基づきマヅカ

ーシーは,これら通信学校よりも優れた人的・物的条

件がウィスコンシン大学に整っていることから,大学

拡張が職業教育領域を事業の中心に据えるなら通信学

生はそのまま大学拡張に参加することになろうと述べ,

拡張事業の実施を勧告する14)これは,既存の教育制

度への批判と教育に対する彼の根本的な考え方を直接

反映させた結果導き出された結論であった。彼は,初

等学校から-イスクール,大学へと続く融通性の乏し

い単線型教育制度においてその恩恵を享受しうるのは

富を有する少数の人びとのみであると考えた15)教育

を生来の権利としてとらえた彼にとって最大の関心事

は,狭院な環行制度からとり残された人びとへの教育

であったォ0すなわち.生計を立てるため上級学校-

の進学あるいは学習の継続を断念せざるをえなかった

それら多くの人びとのために,いかにして教育機会を

保障するかということである。マッカーシーが考えた

これら人びとへの教育とは, 「彼らの職業上の必要性

に目を向けつつ,より広汎な道徳的,精神的,職業的

訓練」17)を内実とするものであったO

ところで注目すべきは,この種の教育がすでに1鎗5

年以来農村地域で実施されていたことである。それは

農民および主婦を対象とするファーマーズ・インステ

ィチュート(Farmers'Institute)と短期コース(short

course)である。そこでは農学部や農業試験場の成果

が農業に関する実際的な知識・技術の形で提供され,

それによってウィスコンシン州は観象　果樹栽培の面

でその名を全国に広めていた。18)またインスティチェ

ートで専門的知識・技術と並行して提供された溝義は

農村住民の知的啓発に有益であった。これら農村地域

に対する州立大学の貢献に比較するとき.都市地峡は

(111)

等閑にふされたといえるOそのため,均等な教育機会

の必要性を認識していたマヅカーシーの念頭にあった

のは,都市部労働者の教育であったことも指摘してお

かねばならない19)

こうした一連の動きの中でバン-イゼはつぎのこと

を認識したo　それらは.州民の闇に教育への強い要望

が存在すること,そのためには望ましい本物の教育が

できるだけ安価に提供される必要があること,にもか

かわらず既存の教育制度はfj:んら施策を講じていない

こと,である。州民の教育要求は州民の大学によって

提供されねばならないことを決意したバン-イゼは,

1906年大学評議会に対して「大学が民衆のところに

出かけていくという点で,大学拡張の重要性はいくら

いってもいい過ぎることはない」20)と述べ,ここに大

学拡張事業の実施を宣言したc

n　大学拡張組織

ウィスコンシン大学拡張の組織化とその発展をみる

時,財政的な基盤の確立をまず述べる必要があろう。

1906年時レダラーの役職名は大学拡張事務局長であっ

たが,寛実には無給であった。このことは彼の奉仕精

神と同時に大学拡張の財政的基盤の脆弱さを意味して

いる。ここには, 「大学内の他の学部,部局と同様に

確固たる基金がどうしても必要」21)であったOその意

味で蝣1907年2月州政府から大学拡張に財政援助が開

始されたことは後の安定した発展を保証するものであ

った。またこの時期に,教育とりわけ州立大学に大き

な期待をよせた革新主義の旗手R,M.ラフォレット

(R.M.LaFollette)が州知事としてあったことは,

大学拡張への州援助という面で有利に作用したといえ

る1907年の補助金に関する法では2年間に渡り年間

20000ドルを支出することをその内容としていたが.

2年後には50000ドル, 19〕7年には75000ドルと増額

され, 1913年にいたっては17730ドルとなったOこ

の額を同じ1913年の他大学の場合と比較するとつぎの

ようである。コロンビア大学(8 104000)を筆頭にし

て,ミネソタ大学(840000),テキサス大学($

39407) ,ミズーリ-大学(S25000) ,メイン大学

(S25000) ,オレゴン大学(S15000).ワシント

ン大学($12500)-　フロリダ大学(S11500)を上

位に,ほとんどのものが1万ドル以下の状況であった㌘)

いかにウィスコンシン大学拡張が財政的に卓出した状

況にあったか示されようa

ウィスコンシン大学拡張が部局(University Exte-

nsion Division)として成立をみるのは1908年のことで

ある。この年に大学拡張部局長に就任してから20年



間に渡って奉職し, 「バン-イゼが播いた(大学拡張の)

種に水をやった」23)のが,蝣L.E. I'-バー(L. E. Reber)

であった。ウィスコンシン大学拡張の発展において彼

が果たした役割の大きについては,多くの研究者が指

摘するところである24)

レーバーは,自己の論文の中でウィスコンシン大学

拡張についてつぎのよう・に述べている25)

「良かれ悪しかれ巌も簡単なサ-ビスの形態を軽蔑

しない大学拡張のタイプがこてに在るC文字通り大

学を人びとの家庭にもたらし,彼らが欲するものを

与えようとしている。専門的なアドバイスであろう

と,大学クレディットを運ぶコースであろうと,料

理や裁縫の平易な内容であろうと・-"*'。ウィスコン

シン大学拡張は専門家が用いた専門語を解釈し,研

究の恩恵を都市や州のみならず主婦や職場にも配与

するために努力する」

ここに示されているのは.欲するものを与えるという

サービスの理念と大学が有する教育資源を州内すべて

の人びとに提供するという考え方である。すなわち彼

の大学拡張理念とは. …知識を求める人びと"あるい

紘"知識を有すべき人びど'に大学が蓄積してきたあ

らゆる知識を分与することであった。この場%,人び

とが必要とするもの,要求するものの多様性は,必然的

に提供するスコープの広さを意味する.伝統的な"大

学教育"以外のものをも提供物に包摂することに関し

ては,彼は州立大学を社会奉仕機関(Public Service

Institution)として定義することによってそれを正当

化した。26)っまり.彼は州立大学を社会奉仕機関とみ

なし,社会奉仕を実施する手段として大学拡張を位置

づけたわけであるOこれらすべて,バン-イゼか公示

した大学拡張理念ともとより同一方向にあることは言

を待たない。

1908年.レーバーは.最初の報告書の中で「便宜

(convenience)迅速さ(expedition).効果(efficiency)

の観点から大学拡張部局は4つの事業課(department)

で構成される」27)ことを明らかにしている0 4つの事業

課とは,通信教育課(Department of Correspondence

Study),討論課(Department of Debating and Public

Discussion),講義教育課(Department of lnstru

ction.by Lectures)　情報・福祉課(Department

of General Information and Public Welfare)で・事業

課はそれぞれ一人の事務局長によって担当されていたo

それでは.各事業課は拡張部局の中でいかなる活動

を意図するものであったか。この点に注意しつつ以下

事業課ごとにその性格を考察する。

(1)通信教育課

4つの事業課のうち,通信教育課と討論課はレ-バ

-が部局長に着任する以前に組織化が進められている0

1906年7月通信教育事務局長に任じられたW.H.ラ

イティ(W.H. Lighty)は,大学教授尚から通信教育実施

上の協力について言質をとりつけ, 11月には最初の通

信コースを告知した。この年度の『University catalogue,』

では,通信による学習は地理的,時間的な制約のない

学習方法であるとその利点を差し示しつつ, 「人びと

がそれを知りさえすれば要求に応じる準備ができてい

る」28)とコースリストに159の多様なコースを記載L

SSO9

これらコース編成上の基本方針は, 10月に設置され

た特別委員会の審議に依拠するものである。当委員会

は報告書の中で, 「もしも大学が州民の要求に応えな

いなら,他の機関がそうするであろう」29)と拡張事業

とそれを大学が引き受ける必要性を改めて強調し'通

信教育内容には大学レベルの教育はいうにおよばず大

学のクレディットをうけるに値しないものをも含むこ

とを結論としている30)実際,潮音教育は, ①大学院コ

ース, ①正規の大学教育コース. ③-イスクールおよ

び準備教育コース, ④職業教育コース, ⑤初等およびグラ

マースクールのコースを配していた3Dちなみに,この

うち大学レベルの教育,特にクレディヅト・コースに

どの程度の比重がおかれていたか検討するならば,秦

員会報告書ではつぎのように述べられている。 「たと

えほとんどの者が学位を目指していないとしても,大

学クレディットを取得できる道が開かれていることは-

学生に好影響を与えるという観点から有益であろう」
32)

と。ここに,発足した通信教育ではクレディットの取

得はどちらかといえば二義的な位置づけがなされてい

たことを窺い知ることができよう。

『 University Catalogue 1908-09 』では・通信教
33)

青の対象とf3りうる人びとについて記述されている

そこでは,自己実現を目的に継続教育を求める人と職

業教育を求める人に対象は二分され,それぞれの範噂

にう晋のような人びとを含めているO前者には・ ①純

粋に一般教養を求める^, ③学位を求める^, ③大学

への入学準備をする人,後者には, ①生計を立てるた

めに初等教育を満足に修了していない人, ③これまで

いくらか一般教養の教育機会はもったが,それを自己

の職業に適応させる方法を知らない^, ③転職等職業

上の準備を望む^,が含まれるOこのように対象から

とらえると,通信教育課は,知識や知的刺激あるいは

時代への適合と多様な目的を有する,正規の教育制度

内では教育機会に恵まれない人びとへの教育機会保障

を意図していた。

琶サ*i配

討論課の誕生は, F. A.ハッチンズ(F. A. Hutchis)

(112)



に負うところが大きい1906年大学拡張スタッフに参

画した彼は,各地に存在する学習グループの活動が

知的な市民の養成に資する最善の学習方法であるこ

とを認識していた。しかし,実際には州内くまなく

サービスできうる図書館網はいまだ確立されておらず

これら学習グループの活動はともすれば学習と事実に

基づく知識を欠いた単なる知的訓練としての討論に終

始しがちであった。こうした状況を鑑み1907年に設置

されたのが討論課である。それゆえにこの課は, 「あ

らゆる階層の人びとの間に,当面する重要な社会的・

政治的問題への知的かつ積極的な関心を喚起するこ

と」34)を目的に,三種の活動を企図している35)その

第-は,今日的な問題に関するあらゆる情報,すなわ

ち新聞からの切り抜き,各種定期刊行物,出版物等の

収集とノヾヅケージ・ライブラリーによるその提供であ

る、。第二は,小冊子の発行である。重要な問題のうち

でも特に要求度の高いものにういては小冊子が準備さ

れた。.その内容は.扱ってし.1るテーマに関係する歴史

的な解説7　簡単な論議.参考文献および上接された憲

法補則等から成っている。そして第三は,手取による

情報提供である。

このように討論課は,知的な市民の養成という見地

から討論に内在する教育力に着目したところにその特

徴を有している。そしてこの課は,各地の討論活動を

より効果的なものにするための援助活動を意図するも

のであ_つた.

(3)講養教育課

講義教育課の活動は,講義要目を備えた講義,それ

に続くクラス,そして大学クレディットを求める人に

課せられる課題論文,試験から構成されている。活動

は基本的には, 1890年代大学拡張にみられる「拡張講

義コースのユニット」を構成要素としていることがわ

かる。しかし,講義教育課自体これら構成要素の完壁

な遂行を期してはいなかったことを『University

Catalogue 』から読みとることができる。ここでは

「すべての社会のすべての人が完全なプログラム

(complete program)の速行を望んでいるわけではな

い」36)と述べられており,参加者は自己の希望に応じ

て学習することができるよう便宜が図られていた。こ

れが,・…ェラスティック・システム" (elasticsystem)

である。具体的には,参加者は講義のみを聴講するこ

ともあるいは継続してクラスに参加することも可能で

あったし,最終試験に合格することによって大学クレ

ディットを取得することも可能であった。これは, 「

一般に追求される方法に従っていたのでは満足のいく

成果は得られflい・」37)という反省から採用されたシス

テムであった。この点において, 「拡張講義コースの

(113)

ユニット」を基本形態としてそれに周執していた1890

年代大学拡張と著しい相違を呈していもといえよう。

加えて講義教育課の性格を把握する上で参考とTj:る

のは,設立時につけられた「Department of Lectures

and Lyceum or Platform Instruction」というこの課

の名称である,。それはあくまで・一時的な仮称ですぐに

「 Department of Instructioh by Lectures 」と改めら

れたが,そこに想起されるのは. 1826年J.ホルブルック

(J. Holbrook)が創始したライシャム(Lyceum)であ

る　これは, 19世紀中葉成人の知的啓蒙に大いに寄与

した.巡回講師による一種の民衆講義(popularlee-

tiire)を意味するO

これらのことから講義教育課は,一方でl「拡張講義

コースのユニット」を有する大学拡張講義.他方では

ライシャムにみられる知的啓発をめざす畠衆講義の二

つの性格を兼有していたと考えられる。

(4)情報・福祉課

『 university Catalogue 1908-09 』では情報・福

祉課の設置についてつぎのように記されている。 「州

民に真のサービスを提供しようとする大学は.そこで

の成果を分有する権利が州民にあることを認識しなけ

ればならない　　そのためには,州立大学が州民への

情報交換所の役目を担う必要がある。ここに情報・福

祉課の存在理由がある」38)と。

当時,バンハイゼの学長就任演説にもみられるよう

にドイツ大学の影響はアメリカ大学に定着し,研究は

大学の主たる機能のひとつとしてすでに確立されてい

たO大学および付設の試験場,研究所においては膨大

な研究成果が蓄積され,その有用性については疑う余

地はなかったOそれらの実際生活への還元を図ろうと

したところにレ-バ1.の意図があったといえよう。そ

こで設立された情報・福祉課は「蓄積された知識をそ

の恩恵の享受者となるであろう州民に紹介するための

媒体(medium)」39)とな-るもので,その目的は知識・

情報の収集と普及であったo情報サービスを主眼にし

て設置された下部組織にはつぎめ二つの局があるムひ

とつは, 1909年に設置された都市参考資料局

(Municipal Reference Bureau)である。多様な問題の

解決を迫られていlる州内の都市に,他都市の成功事例

やデータを供給するため'の島であ'らた。もうひとつは,

「従来の教育方法を変革するであろう」と予測された

視聴覚教材右州内の学校や団体が自由に活用できるよ

うに便宜をはかるこ.とを目的とする視'聴覚教育局

(Bureau of、Visual Instruction)であるC

砲丸　こうした情報サ.・ビスとは異なる要請から設置され

たのが市民セ:〟 -開発局(Bureau of Civic and Social

Center Development)である。この局が投置された年度の



都市化に伴う生活構造の急激な変化と,異なる母国語を

『 university Catalogue 』は痛動内容に・住民の相互

理解の促進,偏見の排除,レクリェーシヲン活動や美

化運動の推進等を含めている40)ここには,工業化.

都市化に伴う生活構造の急激な変化と,異なる母国語を

ち?多様な人びとから成っていた当時の社会的状況を指

摘できる。そうした社会動勢の中で植民地時代からの

町民会(townmeeting)を復活させようとする努力が,

散発的ではあったが試みられていた。その努力を結集

して奄生したのがこの局である。それゆえに市民セン

ター開発局は,そもそも地域連帯の滴養を目的として

隼まれ,究極的には住民をとりまく生活環境の改善を

通し地域社会の発展をめざすものであったといえよう。

また, 「病気の予防と治療に関する科学的知識を人

びとが理解しやすい形に改作し普及させる」41)ため

1913年に設置された保健教育局(Health Instruction

Bureau)も同一方向にあるものとしてとらえられる。

Ⅳ.大学拡張事業の展開

これまで発足から大学拡張部局の成立にいたる過程

を考察してきた。それでは実際に展開された事業はど

のようなものであったか。ここでは4事業課の実態を

把轟することによってウィスコンシン大学拡張の性格

を明らかにしてみたい。

(1)通信教育課の活動

『 University Catalogue 』では,通信コースは毎週

提出する40のレポートから構成されており,コ-スあ

たりの費用は20ドルであると記されている42)入学手

続きに関していうなら.希望者は受講するコースを決

定した後,取り寄せた所定の用紙に必要事項を記入し

授業料を添えて大学拡張部局に申し込む。この申し込

みに応じて通信教育課は,最初の2レッスンと学習ガ

イドを学生に郵送することにfj:っていた　ォお通信教

育は一年のうちいつからでも開始す・ることが可能とさ

れていた。

さて通信教育課による事業の展開を概観すると.そ

れは年を,追ってめざましい発展を遂げていることがわ

かる1906年159コースでもって発足した通信教育は

1908年には学内35学科によって246コースが準備さ

れるにいたり,以後毎年300余のコースがリストに掲

載されている。43)これらコースと並行して,学生数も

著しい増大を示している。累積登録者数を隔年ごとに

示したのが図1である　19C冶年度末の学生数は106人.

1908年1040人, 1910年4246人. 1912年9492人,

1914年15990人と激増傾向を維持している。

ところで.これら通信学生はどのような人びとで構

成されていたのであろうか。

通信学生の年令に

ついてみると1914年

報告書は, 1912年度

通信学生の平均年令

を26-07才, 1913年

度26.7才と報告して

いる。また同報告書

1906年1品8年1910'年1ら1拝1914年　は,通信学生の職業

調査結果から彼らの

は・とんどが有職者であること,そして317の職種を列

挙して彼らが多様な職業に就いていることを示してい

る44)通信学生の学歴は表1で示される。ここには初

等,中等,高等教育とバラつきが見られる。これは入

ま1・速借教育学生の学虎(※2)

1912~1913年13 5 -"- 1. 3 * 弟 6学 年 末 猫

4 ? 1 .5 9g 6 学 年

1 12 4 . 1 男 7 学 .年

4 4 1 1 6 . 2 弟 8 学 年

3 3 1 12 . 1 バ イ スク - ル 入学

3 1 1 l l . 4 ハ イ スタ I ル 革 共

1 4 5 5 . 3 実 業 学 校 入 学

10 2 S I T 師 龍 学 校 卒 業

28 2 1 0 . 3 カ レ ly ジ 入 学

3 1 8 l l . 6 カ レ ッ ジ 卒 兼

6 1 2 2 2 .5 無 等

罪6学年未満

努6学年

常山E33

第8学年

バイスクー'ル入学

ハイスクール車重

a t宇尺入学

師範学校率先

カ　レッジ入学

かちEEtJJ

無　　　4S:

99

513

442

416

158

169

316

:*3

596

2.73 1 1 00 汁 3,055

3.2

16.8

145

ユ3.6

s :

5.5

10.3

ao

19. 5

学に際して

何ら試験は

課されず学

黒　　習に対する

意欲と忍耐

のみを入学

要件として

いた通信教

育課の方針

を反映して

いると考え

られる。また,通信学生の8割以上を男性が占め,女

性はわずか2割にも満たなかったことも興味ある事実

である。

それでは,こうした属性をもつ通信学生を対象に展

開された通信教育の特質はどこに求められるであろう

か。この疑問に答えるには,学生が受講したコースの

分析が最も有効であろう。表2は.通信学生が受講し

状疎を示したものであるOここでいう　credit course

とは大学レベルの内容を有し.コース修了後試験に合

格すれば大学クレディットが取得できるコースをいう。

1912年時の場合クレディット取得を目的に入学した

学生は累積登録者9492人のうちわずか26.7 ^に相当

する2532人で. 1914年はこの割合はさらに減少し

19・2%となっている。ひるがえっていうなら8割を越

える学生が大学クレディットの取得を学習動機として

いないことを意味する。

さらに活動実態を教科という観点から分析してみた。
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表3は, 1906年10月から1914年6月までの累積登録　　　た小冊子はつぎの7つのテーマに関するもので11600

者を彼らが受講した教科目別に類型化し,それらを受　　部配布されている47)

話者の多いものから順に配列したものである。この表　　　「上院議員選挙」 「学校統合」 「移民問題」 「道路
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サ m
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. ● Ⅰ

で示される　　　」「クローズド・ショップとオープン・ショップ」

ことは, (訂　　　「地方行政官政度」 「海軍の増強」

工学,経営　　　　この活動は1913年度には配布部数20100と大巾な増

早,語学,　　加を示すとともに,新たに6種の小冊子が作成されて

製図,数学　　　いるOそれらはつぎのものである。48)

の5教科が　　　「キューバ併合とフィリピンの独立.」 「学校統合と

全体の84-4　　　　教科書無料配布」 「議案提出権と国民投票」 「都市

%にあたる　　　　の自治」「リコール」 「移民の制限」

数13492人　　　他方パッケージ・ライブラリ-の貸し出し数は坦11

で占められ　　年度に比較して1913年贋には約50%の増加を示し

ていること　　　6570部が提供されている。これらパッケージ・ライプラ

②このうち語学を除く4教科は実利的性格の強い教科　リーのうち要求の多い上位10のテーマを示したのが表

であること,加うるに③機械学,教肺現職教育. -イ

ウェイ建設,薬学,園芸,測量術,家政等,同様な性

格の教科が他にも多くみられること,④こうした実利

性の強い教科ではクレディット取得者の数は極少かあ

るいは皆無であること,である。

以上のことを総合すれば,職業上の知識・技術の習

得を主目的とする多様な成人男性を対象とした通信教

育の実態が把担されよう。つまり,この課の活動は通

信による職業教育と特徴づけることができる。また登

録者のうち2割に満たない女性の場合も,大部分が「

自己の職業上の向上を目的に入学した教師であった」45)

という事実は,通信教育課の職業教育的性格をより鮮

明に示すものであろう。

CZ)討論課の活動

大学拡張部局長の報告書によると, 1914年には討論

課は3150のパッケージ・ライプラ')-, 16800の雑誌,

定期刊行物. 3000の各種印刷物からなる図書資料を有

している46)これら資料は要求があれば無料で提供さ

れることにfj:っていた。 (ノヾッケージ・ライブラリー

の場合に限り,受益者は3週間の貸し出し期限を守る

こととその!ヾッケージ・ライブラリーの返送料を負担

することを条件としていたO)実際宿動は小冊子サービ

ス,ノヾッケージ・ライブラ'J-.手紙による情報サー

ビスの三形態をとっているが,重要なものは前二つの

活動である。

5である。 「婦人参政権」を筆頭に「都市行政」 「移

裁5・バブケージライブラリイ利棚沢　　　　　　民」 「小包郵送」

「上院議員選挙」

「国民投票」と

続いている。小

冊子サービスの

場合を含め提供

された教材すべてが当時社会で最先端にあり解決を迫

られていた重大な問題を取り扱っていることに注目す

る必要があるO　また1913年度に貸し出されたノヾッケー

ジ・ライブラリーを対象別に分析すると. 2割のもの

が婦人クラブ,教師組合,市民センター,地方クラブ,

メンズ・クラブ,教会をはじめとする各種団体,クラ

ブに, 4割のものが教育機関,なかでもハイスクール

に提供されている。これらの事実から,討論課の活動

は「こけむすことは許さ・れず常に時代と歩調を合わせ

」49)最善かつ最新の教材提供を中心としていたことが

示されるCつまりこの活動は,個人よりもむしろ団体

・グループを対象とし,本質的には図書館サービスの

延長線上に位置するものとして把趣できよう。

O)講義教育課の活動

「拡張講義コースのユニット」を基本的fi'範式とし

かつ運用にあたっては融通性をもたせた講義教育課の

活動実態はいかなるものであったか。

「社会のすべての階層」を対象とする活動は自ずと

多様な活動を包穎していたが.ここではつぎのように

講義教育課による活動の類型化を試みた。それがつぎ

の三類型である。 ㊨学習グル170を対象とする講嵐

⑤多様な人びとから構成される聴衆を対象とする講嵐

C特定のクラブ.団体を対象とする講義で.それぞれ

が目的とするところは. ④学外者(non-resident)への

大学教育・ ㊤市民の知的啓発. ㊤それら組織が実施す



る店動の助成であった。す.なわち類型㊥のみが「大学

教育の拡張」と称しうるフォーマルな性格を具備して

おり,類型⑥(りのものはインフォーマルな性格が強く.

形式的にも単発的な講義形式をとるものである。そこ

で,類型④を"formallecture"類型⑥と㊤を一

括して"informal lecture"と命名して以下考案をすす

m*

この類型化にのっとり1909年から1914年までの事

業の展開状況を示したのが表6である。ここで明らか

衣C.珊義教群雄の活動状況HS7)

田 . J
23 1 2 07 8 9.6 * 2耳

35 3 2 8 1 7 9▼6 7 2

42 1 3 06 7 2:7 11 5

8 74 5 69 6 5.1 30 5

1 .16 9 6 8云 5 8.3 48 7

100r t`単二議義石割呑C蝣%サ)

にされるこ

と昼つぎの

三点に要約

できよう。

それらは.

(丑総事業数

の着実な増大し参総事業数に占めるformal lectureの

減少と,逆にinformallectureの増加傾向,そして(む

総事業数に占める講義コース(course of lectures)の

割合が低下する傾向であるO ⑧についていえば,単一

講義(single lecture)が漸次増加していることを意味

する。さらにこのことを詳細に分析したのが図2であ

る。ここでは総事業数における6講義コース(course

_,図2.総事業数に占める6講義コースと　　of6 lectures)

(83.9)　ォ*.O)

1907-年1908年1909年1910年1911年1912年

と単一講義の年

度別比率の推移

を示した。これ

によれば講義教

育課の事業は年

を追うごとに6

講義コースをもつ

「完全なプログラ

ム」(complete program)の形態から逸脱し,その比重

は単一講義へと移行していることが明らかになる。

また1㈲7年から1912年までの事業数を集計し,・教

科目別に分析したのが衰7である。大きな割合を占め

る教科日に

衷7.教科目別にみた講義教育現の革乗数( %・)

礼

事業 数
士 ォ l' 去

Lめ る割 合

a

.事業 数

全 体に 占

める割合

文 学 38 2 32 .8 X 」 5 3 4.5

【イギl) ス文学} (20 3 117 .i ) 哲 学 46 3.9

L ドイ ツ文学】 ′( 98 ) ( 8 -4 綴 官 学 4 1 3.5
(*'蝣) -> r ・

1]一つ文学)
( 3 5) ( 3 .0 経 済 学 3 3 2.8

(スかンジナビ
. 7 文学】 ( 2 5) ( 2 -1) a n 3 3 2.8

〔7 ラ1/ ス文朝 ( 12) ( 1 .0 サ X l 1 9 1.6

〔ギr) シ7 文学) ( 9) ( 0 .8 ) 吟 ・ n a
(世界 情 勢)

ォ 5

施 蔓

家 庭 科

3

7

5

1 5

0 -7

地理 と旅行 . 10 9 9 .3 C 6

歴 史 10 4 8 .g 0 .4

I-自 然 科 L学 9 5 8 .1 0 .4

・ 9 7 9 6 .8 家 政 学 1 0 .1

政 治 学 79 6 .8 ハイウlF イ確設 1 0 -1

社 会 学 69 5 .9

けた実利的な教科はここではかげをひそめ,教養的な

内容を事業の中軸にしていることが指摘できる。つま

り『 University Catalogue 』に記されている「大学ク

レディット取得の機会」としての機能は実態,において

はきわめて乏しく,むしろ教養的な内容が民衆講義あ

るいは団体やグループ-の単一講義の形で提供されて

いたといえる。また,エラスティク・システムの採用

がフォーマルからインフォーマルな単一講義形態への

移行を助長したことも指摘しておかねばならないO

㈱　情報・福祉課の活動

情報・福祉課の活動状況を局ごとに,サービスを享

受した地域と人数で示したのが表8である・。当時ウィ

表8,情報,福祉課の活動状況(1912年-1914年)スコンシン州の

人 数 地域数

都 市 参 牽 資 ..料 局 8000 1ね

市 民 セ ン タ I .開 発 局 1370Cカ 59

保 健 教 育 局 5951C氾 327

視 聴 覚 教 育 局 16075 90

曙報福祉課からの直接サービス 135840 -

合 計 8920 15 654

総人口がおよそ

200万人であっ

たことを考えあ

わせるならば,

表示された合計

人数89万人は痛

動がいかに広汎

に展開されたかを示唆しているb

このうち特徴あるものとしてはまず都市参考資料局

があげられよう。この局によって収集された資料は,

あらゆる印刷軌　チャ-タ-,市条令から構成されて

いる.住民25000人以上を有するはと・んどすべての都

市から収集されたそれらの資料は小冊子として整理さ

れ,要請に基づいて州内の都市に無料で提供されるし

くみになっていた1914年までに準備された小冊子は,

つぎのものである50) 「委任行政」 「道路舗装」 「ご

み収集」 「地方自治」 「都市計画」 「火災保険」 「結

核予防に関する条令」 「都市税制」と,都市計画と都

市行政の効果的な運営に蘭するものであることがわかる。

情報サービスと伍し.特徴ある活動にはコミ3.ニテ

ィ・インスティチュートがある。これは地域の要望に

応じてそこに赴き普通3日間開催されるもので,そこ

では派遣された講師によって講義が提供された1912

は「文学」　　　年から1914年までの2年間に各地で開催されたインス

「地理と旅　　　ティ・チキート-の参加者は32000人と報告されているO

行」 「歴史　　参加者のひとりは感想をつぎのように述べている51)

」 「自然科　　　　　「私が住んでいる都市で催されたコミュニティ・

学」 「教育　　　　インスティチュートについて率直に感想を述べると

」 「政治学」　　　　　　その教育的価値は測り知れないo私たちは何ケ

「社会学」　　　　月もいえ何年も,講師が教示されたものを参考にL

があげられ　　　　たいと考えている。

る。通信教　　　　　ある婦人は.インスティチュ-ト-の参加によっ

育課での事　　　　て慈善活動を発心した7人の人物を知っている.と

業を特徴づ　　　　語っていた。

(ll6)



多くの人が.できれば他にも参加したいと願って

1^1

ここに参加者の相互理解と啓発機能としてのインステ

ィチュートの性格が明らかに示されているOまた「イ

ンスティチュートの成否を測る最も重要な基準は,そ

こでの活動が地域の当面する問題をどれ程考慮に入れ

て実施されたかということである」52)と指摘されてい

ることから,そこでの活動は住民生活に密着させつつ

地域社会の改善と向上を志向するものであったといえ

るaそのため実施にあたっては,事前に住民の要求調

茸が行われ,それに基づいてインスティチュートの内

容編成がなされたことも付言しておく必要があろうO

同時に,連帯意識と市民意識の滴養をめざした市民

センタ-開発局の活動は集会所確保の運動を誘発し,

結果的に今立学校開放運動を導出したOこれは・成人

の公立学校利用に方途を示したということでひとつの

エポックであり,後の成人教育発展に多大な貢献をす

るものであった。

V.ェピロ　ーグ

本稿は,ウィスコンシン大学拡張をとりあげ発足か

ら成立にいた。る経緯と展開された活動実態の両面から

その性格を考察した。それによれば,ウィスコンシン

大学拡張の発足に直接影響をおよぽした要因は,州立

大学理念と増大する職業拳育要求であったといえるO

発足した大学拡張は,教育,研究と相並ぶ第三の大

学機能として位置づけられ,安定した運営基盤が約束

された。こうした大学拡張の在り方は, 1892年W.R.

- -パー(W. R. Harper)学長が先鞭をつけたシカゴ大

学においてすでに見出すことができる。しかしウィス

コンシン大学の場合,大学拡張を大学に帰すべき機能

としてのみならず社会奉仕活動(publicservice)の一
環として大学が担うべき義務ととらえた点で,シカゴ

大学の先例をさらに前進させたものといわねばならない.

ところで.展開された大学拡張事業は以下の碍動か

ら成っていた。それらは,学外者への大学教育,.知的

fj:市民養成のための啓発活動,'情報サービスの三種類

の活動であるここれらを1890年代の大学拡張と比較す

る時,つぎのようにいえよう。

1秒0年代大学拡張を一貫して流れる基言融ま「大学

教育の拡張」 (extension of university teaching)であ

ったC換言すれば,そこでは大学教育機会に恵まれな

い人びとlと対していかに大学教育を提供するかという

ことが中心的命題として扱われ,提供物はことどとく

正規の大学教育スコープの枠組に依拠していた。その

ため実際活動は.女性を中心とする一般教養教育にと

(117)

どまっていた。

この「大学教育の拡張」をさらに広い概念でもって

とらえfj:おし,州立大学理念と結合させたのがウィス

コンシン大学拡張である。すなわち, "社会奉仕機関''

としての大学に蓄積された最善かつ最新の教育資源を

r他の方法では享受する機会に恵まれない州内の人び

とに分与する」機能こそ大学拡張であった。したがっ

て先に述べたように.そこでの提供物が教育要求の創

造を目的とするものからそれら要求を充足させるもの

まで多様な内容を含むことになったのは必然的帰結と

いえようOその意味で,伝統的な大学教育からの発想

を捨て,州民の現実生活において生じる必要性にすべ

からく援助の手を差しのべようとするところにウィス

コンシン大学拡張の特質が存する。つまり大学拡張事業

内容の編成要素を構成したのはまさに州民の抱く学習

要求そのものであったといえるOここに,民衆を大学に

近づけるのではなく,逆に大学を民衆に.近づける大学

拡張のアメリカ的なパターンの確立を指摘することが

できるのである。
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A Study of Wisconsin University Extension Work

And Its Ideological Base

Gengo Koike

This paper is to clarify the features of the University Extension in the University of

Wisconsin through examining the educational thought and practices.

This paper consists of the following three sections:

1) The process of founding University Extension

2) The organization of University Extension Division.

3) University Extension work in Wisconsin.

In the first section, the author investigate the plan which President C.R.Van Hise and the

Free Library Commission men designed.

In the next section, the author shows that the University Extension Division consisted

of four departments: the Correspondence Study Department, the Debating and Pubkic

Discussion Department, the Department of Instruction by Lectures and the Department of

General Information and Public Welfare.

In the last section, the author analize the work′statistically which the Extension Division

put into operation.

In conclusion, Wisconsion University Extension was to democratize education, and had

characteristic of non-boundaries of the scope in its offerings and the beneficiaries to whom

this work appealed. In a word, this meant the birth of the American type of University

Extension.
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